第26回　施設処遇検討会議　議事録

H21.10.05　13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：三浦とし子・福士一・向奈津美　

須々田珠実・小笠原嘉紀・小坂和子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　(欠席者：千葉C.E.O・秋山S.G.M・長谷部S.G.M・末政絵美

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兵藤拓明・竹内一貴・中村文洋・馬渕豊子)
記　録：小坂　和子

議題

１：下町　サン子様(青風荘入所者様)　の処遇について

２：種本　サハ様（青明舎利用者様）　の処遇について

３：藤井　翔　様（青山荘入所者様）　の処遇について

１：下町　サン子様(青風荘入所者様)　の処遇について

病名：統合失調症　　　　合併症：便秘症・低血圧症

<問題点：介入方法>

①　衣類の適切な着用・整理ができない。（場にそぐわない服装をする・衣類の収納がうまくできない）

· 衣類に関して色やサイズにこだわりがあり、気に入った洋服を何日も着続ける為洗濯を促していく。洗濯してもまた同じ洋服を着用する為、交互に衣装を変え着用していく事が習慣化できるように支援していく。

· 気温にあわせた衣類の着用ができず上着を何枚も重ね着するため、肌着などで調整し違和感のない服装を説明していく。

· 衣類を丸めてゴミ袋へ入れてしまっている為、定期的にタンスへの収納の仕方を一緒に行っていく。

②　手洗い・洗濯に固執している。

· 洗濯機使用日（２日に一度）を守って洗濯を行なっていますが、下着のみの洗濯が多い為、上着の洗濯を行なうように促がして行く。

· 過度に洗顔や手洗いをしている時に声をかけ、そのためアトリックス（保湿クリ－ム）が必要になっていることを説明していく。

③　不調の訴えがあり、体調の管理が不十分

· 不調の訴えが頻回な場合には、バイタル測定し必要に応じて休んでいただく。

· 過度に飲水が見られる場合には声を掛け、必要に応じてアドバイスをおこなっていく。
〈評価〉

　洗濯に対する固執は洗剤を事務室預りとしたことで（洗濯回数や夜間に洗濯する）は改善されてきている。手洗い・洗顔の頻回さや体調不良の訴えは続いているが、声かけや休息を促がし、場合によってはバイタル等を測定する。また、適切な衣類の着用に付いても声かけや説明することで調整することができている為、見守っていき本人が生活しやすいよう介入していく。

２：種本　サハ様（青明舎利用者様）　の処遇について

病名：統合失調症　合併症：なし


<問題点：介入方法>

· GHの対人関係について
· トラブルが起こらないように、その都度対応を行う。

· トラブルが起きた際には本人の負担も考え、できるだけトラブルを最小限にするようにこちらから介入する。

· 体調不良時の対応
· 青明舎の訪問時の際には、個人面談を行いその都度対応を行っていく。
・部屋の様子や、本人の様子等で本人のささいな変化に気づくようにする。
· GHの世話人と情報の共有を徹底する。
〈評価〉

　現在はまだ、申請した介護認定の結果はでていないが、（市としてもあまり事例がないとの事）非該当の場合は障害福祉課と相談する。いずれも来年の3月までの間に本人の生活の場を確保しなければならない。申請結果は未定であるが、本人にとってより良い生活の場を提供できるよう検討していく。また、状況が変わることへの不安から本人が落ち着かない状態である為、見守りしていく。

３：藤井　翔　様（青山荘入所者様）　の処遇について

<問題点・介入方法>

①　通院中断による症状再燃の為に入院（現在まで長期入院となっている）

・転院により主治医が変わることから、主治医・本人・家族の関係調整が必要となる。

・10月5日（月）初外来となっており、家族も同行受診する。

・入所後も必要時は職員も同行受診し本人・主治医との関係調整を図る。

・幻聴があることから、外来・主治医へ情報提供を定期的に行い、緊急時は迅速に対応できるようにようにする。

②　長期入院によるADL・思考・意欲の低下

・18歳より現在まで長期入院となっている為、上記点が顕著に見られている。

・食事や服薬についてはある程度入院生活で習慣化されているが、将来のことや具体的にやってみたい事、興味のあること等、具体例を提示されなければ答えることができない。

③　ストレス脆弱性

・病棟では、よく職員と喧嘩をしたと話している。

・ストレスが溜まると幻聴も強くなるとのこと（病棟からの情報提供）

・余暇時間の過ごし方に対しても支援を要する（興味を引き出す必要がある）

④　対人関係

・自ら話題提供することが苦手とのこと。

・会話が続かない。しかし、自分の得意なことや知識としてあることは、一方的に話す傾向がある。

⑤　自宅生活困難（家族の疾病・障害受容）

・母様が本人との接し方や今後の生活に対して強い不安を抱いている。

・定期的な面会や職員との面談の場を設ける。

・母様の不安を傾聴すると共に本人との接し方についてアドバイスする。

・荘内行事等にも案内を送付し一緒に過ごす時間をセッティングする。

〈評価〉

 　 長期入院していた為、日課・服薬等は習慣化されているが、今後の生活については自ら考えることが難しい状態である。幻聴については否定も肯定もせず、傾聴していき青山荘での生活を維持できるよう支援していく。母親は本人に対してどう対応していいか戸惑っていることから家族へのケアも必要である。入所期間が短いことや（10/1入所）担当医が変わったことへの不安もある様子の為、面談や観察を密にして見守りしていく。

国・及び八戸市障害福祉課の指導により新法で運営している、当グループホームの６５歳以上の方は、障害者自立支援法よりも、介護保険が優先するということで、（国から通知が出ている）


９月８日今後の方針について検討会議を実施　有料老人ホームを利用するための検討会議を実施している。


９月１５日には障害福祉課の障害程度区分の認定調査実施。


９月２３日にはパンションの見学を実施。


９月２４日には八戸市介護保険申請により、認定調査を実施している。











